
北上市立照岡小学校ＰＴＡ 

学校の特徴  昭和３０年７月に開校し、平成２７年に創立６０周年を迎えた。今年度は全校児童５５名。２・３年生が複式学教である。地域・家庭との結びつきが
強い。タイトルの「元気・やる気・根気」は「照小三気」として、学校要覧やまなびフェスト、PTA広報の共通のスローガンとしており、目標を共有しな
がら教育活動が行われている。 

地域の特徴  北上川東岸、北上市の東南が学区であり、学校は奥州市江刺との境付近に位置している。そのため、北上市・奥州市両市から児童が集まって
いる。郷土伝統芸能も「門岡念仏剣舞」（北上市）と「佐野向神楽」（奥州市）があり、どちらも精力的に伝承活動が行われている。  

活 動 内 容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・地域との連携協力により、学校での教育活動とともに、保護者や教員の地域行事への 
 参加率も８０％以上と高い水準となっている。 
・学校図書館ボランティアとの連携強化により、図書館のボランティア活動が活発化したと 
 ともに、児童の読書量も増加している。（５年生の１か月間の平均読書冊数は平成２５年 
 度からの５年間で１．２冊増加。不読者は５年間無し。※岩手県子どもの読書状況調査） 

成  果  

・連携協力ができている地域・学校であるが、小規模校であり、  
 さらに少子高齢化の中、後継者不足が課題である。持続可能 
 な取り組みとする手立てを講じる必要がある。 

課  題  

所在地：岩手県北上市  
全校生徒数：児童５５名 

 
 

特 徴 的 な 活 動 ・ 運 営 体 制 

○組織の構成・運営状況 

 総会・常任委員会・専門委員会と組織が機能的に構成されている。専門委員会としては、地区委員会・学年委員会・研修広
報委員会の３つの委員会が設置され、PTA活動に対する会員の意見を尊重しながら充実した活動が展開されている。総会参
加率は９１％（平成２９年度）と会員の意識が高い水準にある。 
○地域との連携協力 

 地域の自治協議会・振興会・教育実践協議会等の団体や地区交流センター、区長・民生委員・ボランティア等、地域と連携
しながら活動が展開されている。 
 ・地域の方の田をかりて稲作活動（もち米）を展開している。田植えや稲刈りの体験には、地域の方の指導を得ながら行う。  
  また、５月から１１月の第１土曜日には資源回収を行っている。平成２９年度も、育てたもち米を販売して得た売上金と資源 
  回収の収益金を合わせて復興支援活動として、東日本大震災被災地の釜石市の小学校へのリンゴ贈呈をした。 
 ・地区の交流センターと連携して、１月に行われる小正月行事を企画・運営している。もちつきやみずき団子作り等の体験活 
  動を介して世代間交流も行う行事となっている。 
 ・地域の行事「樺山まつり」では、まつり実行委員会に属してまつりに参画している。また、児童とPTA会員で夢あかりの作品 
  作りと装飾作業を行い、まつり会場を彩っている。 
 ・学校図書館ボランティア「はらぺこあおむし」との連携により、読み聞かせ・蔵書点検・環境整備に精力的かつ継続的に取り 
  組んでいる。平成２９年度は読み聞かせを２６回、整備作業を１０回行った。 
 ・「門岡念仏剣舞」と「佐野向神楽」の伝承活動に保存会の協力を得ながら継続して取り組んでいる。学校での児童の練習と 
  ともに衣装の着付け教室も実施している。また、地域の秋の敬老会やふるさと芸能まつり、文化芸能まつりに出演するなど 
  して、児童が活躍する場を設けている。PTAはその送迎や着付けなどで活躍を支えている。 

読み聞かせ 
「はらぺこあおむし」 

小正月行事でのもちつき 


